
新荘学区の常住人口	 世帯数 3,060
男 2,857　女 3,129　　合計 5,986

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 539	（ 9.0％）	 15	〜 64 才	 3,382	（56.5％）
　【参考値】	 65	才以上	 2,065	（34.5％）

一年生紹介

7月29日（日）、新荘小学校校庭において
新荘夏まつりが15:30～19:30の間開催さ
れました。異例の台風接近により天候が危
ぶまれましたが、朝方には雨が上がり、夏
まつり日和となりました。
開会式、一年生紹介に続き、各テントで
は14からなる恒例の模擬店・ゲームコー
ナーが開き、ステージでは国体ダンス、管楽合奏、
チア･ダンス、サッカーミニゲーム、大神楽、劇団
寸劇、民舞及びベリーダンスが行われました。約
2,500人の参加者が、汗をかきながら和気あいあ
いと夏まつりを楽しみました。　

水商チア・ダンス

主催者及び来賓の皆様

新荘小管楽合奏部

新荘夏まつり会場

心一つに新荘地区
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来
る
10
月
28
日（
日
）、新
荘
会
は
マ
ラ
ソ
ン
応
援

を
前
２
回
同
様
実
施
し
ま
す
。
町
内
会
等
、
多
く
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
荘
ス
ポ
レ
ク
部
主
催

５
月
20
日（
日
）午
前
、
今
年
度
１
回
目
の
ユ
ニ

カ
ー
ル
大
会
が
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
47
名
が
参
加
し
、
16
チ
ー
ム

に
よ
り
１
チ
ー
ム
２
～
５
試
合
の
和
気
あ
い
あ
い

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
数
は
過
去
最
多
で
、
大
変
賑
や

か
な
大
会
で
し
た
。

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で
和
気
あ
い
あ
いユニカール大会投球

◦優勝…保坂・鈴木・大内チーム　　
◦２位…龍崎・細谷・原口チーム
◦３位…伯耆田・袴塚㊛・高木チーム

結 果 を
応
援
し
よ
う
‼

第
３
回　
水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン

１
．
応
援
場
所　

大
工
町
旧
フ
ク
ダ
ヤ
前
～

神
応
寺
前
～
雷
神
宮
前

２
．
応
援
時
間　
（
南
町
２
丁
目
ス
タ
ー
ト
＋
２
分
～
）

　
　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン　
　
９
時
２
分
頃
～

　
　
　
　

３
㎞　
　
　
　

９
時
27
分
頃
～

（
県
中
央
理
容
美
容
専
門
学
校
付
近
折
り
返
し
）

　
　
　
　

５
㎞　
　
　
　

９
時
37
分
頃
～

（
偕
楽
園
下
過
ぎ
折
り
返
し
）

新 荘

ま つ り夏
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劇団きぼうきょう

焼きそば店ホットドック店かき氷店

はまゆう会の民舞ベリーダンス

水商サッカー部による指導大神楽

オセロゲームコーナー会場ポップコーンと綿アメコーナー射的コーナー

国体ダンス



日
本
の
温
泉
は
世
界
一
で
あ
り
、こ
の

恵
ま
れ
た
温
泉
国
で
、「
温
泉
の
知
識
」
を

生
か
し
、楽
し
み
を
倍
増
し
ま
し
ょ
う
。

温
泉
は
、生
活
、体
内
リ
ズ
ム
の「
自

然
治
癒
力
」に
優
れ
、血
行
、代
謝
、免
疫

な
ど
の「
変
調
作
用
」、す
っ
き
り
・さ
わ

や
か
の「
清
潔
、
洗
浄
」、自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
、リ
ラ
ッ
ク
ス
、癒
や
し
と
い
っ
た

「
こ
こ
ろ
の
健
康
」に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

温
泉
地
と
そ
の
効
能
は
様
々
で
あ

り
、
こ
れ
ら
か
ら
自
分
に
あ
っ
た
温
泉

を
探
し
、
自
分
の
入
浴
法
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
温
泉
に
行
く
こ
と
ば

か
り
で
な
く
、
毎
日
の
お
風
呂
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

様
々
な
温
泉
の
良
さ
を
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。
温
泉
で
は
、
一
緒
に
行
く

「
身
近
な
人
」
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
な
温
泉
入
浴
法
（
一
部
紹
介
）

○「
熱
い
湯
（
42
度
以
上
）」
と
「
ぬ
る

い
湯
（
38
・
40
度
）」を
使
い
分
け
て

入
浴
し
ま
し
ょ
う
。

熱
い
湯
は
交
感
神
経
（
活
動
・
緊
張
）

を
高
め
、
ぬ
る
い
湯
は
、
鎮
静
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
血
液
さ
ら
さ
ら
な

ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
朝
起
き
た

時
は
短
時
間
で
熱
い
湯
、
寝
る
（
一

時
間
）
前
は
ぬ
る
い
湯
で
ゆ
っ
く
り

入
る
の
が
良
い
入
浴
法
で
す
。

平
成
三
十
年
度

合
同
総
会

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

５
月
12
日

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘

会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

の
合
同
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。高橋市長あいさつ

新
荘
地
区
69
町
内
会
の
う
ち
58	

町
内
会
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
29

年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
及
び

30
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
は
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
新
荘
会
の
改
選
が
あ
り
ま

し
た
。

開
会
の
あ
と
、
市
民
憲
章
唱
和
、

水
戸
市
歌
斉
唱
、
川
又
会
長
主
催
者

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
高

橋
市
長
な
ど
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
合
同
総
会
後
及
び
５
月
21

日
の
２
回
に
わ
た
り
、
茨
城
大
学
大

学
院
教
授　

教
育
学
博
士　

日く
さ
か下
裕ゆ
う

弘こ
う

氏
に
『
シ
ニ
ア
は
つ
ら
つ
講
演
会

「
生
き
が
い
と
温
泉
と
健
康
と
」』
と

題
し
て
温
泉
と
健
康
に
関
わ
る
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
の

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

女性の会　支部長紹介

◦
水
戸
市
長

…
…

…
…

…
…

…
高
橋　
　

靖
様

◦
水
戸
市
議
会
議
員

…
…

…
袴
塚　

孝
雄
様

◦
水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

保
立　

武
憲
様

◦
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

　

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

細
谷　
　

潤
様

◦
末
広
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

石
堀　

和
雄
様

住みよいまちづくり新荘会総会審議の様子

◦市民運動会……………… 10月 ７ 日
◦歩く会…………………… 11月18日
◦ユニカール大会⑵… …… ２月10日
◦新荘ふれあいまつり…… ３月 ３日

◦
顧　

問

…
…

…
…

…
…

…
…

…

奥
田　

俊
亮

◦
会　

長

…
…

…
…

…
…

…
…

…

川
又　

一
郎

◦
総
務
自
治
部
長
（
事
務
局
長
）…

田
口　

允
彦

◦
広
報
部
長

…
…

…
…

…
…

…
…

川
又　

健
志

◦
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
部
長

　

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

山
部　

正
彦

◦
生
活
環
境
部
長

……
…

…
…

…

飛
田
美
江
子

◦
福
祉
厚
生
部
長

……
…

…
…

…
…

青
木　
　

實

◦
防
災
委
員
会
委
員
長

…
…

…

森
本　

久
夫

◦
監　

事

…
…

…
…

…
…

…
…

…

川
上　

利
通

◦
監　

事

…
…

…
…

…
…

…
…

…

湊　

弘
一
郎

【
来　

賓
】

◦新荘夏まつり…… ７月２9日
◦敬老会…………… 9月1７日

風
邪
を
引
い
た
と
き
は
、
せ
い
ぜ

い
足
湯
で
止
め
ま
し
ょ
う
。

○
半
身
浴
の
す
す
め

ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
約
20
分
程
度

の「
ぬ
る
め
」の
持
続
湯
が
効
果
が
あ

り
、血
量
は
安
眠
時
の
状
態
と
な
り

ま
す
。み
ぞ
お
ち
ま
で
湯
に
つ
か
り
、

上
半
身
は
乾
い
た
状
態
で
、腰
掛
け

を
利
用
し
窓
を
少
し
開
け
ま
す
。額

に
汗
が
流
れ
、肩
・
腕
ご
し
に
汗
が
に

じ
む
程
度
が
良
い
半
身
浴
で
す
。

○
高
血
圧
ぎ
み
の
人
に

寒
い
脱
衣
場
か
ら
熱
い
湯
に
い
き

な
り
入
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
に
良
い
温
泉

○
山
の
温
泉
が
最
良
で
、自
然
豊
か
な
露

天
風
呂
の
よ
う
な
森
林
浴
は
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
が
高
く
体
に
最
良
で
す
。

こ
の
際
、猿
の
入
浴
の
よ
う
に
無
心

の
境
地
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
理
想
は
話
を
す
る
仲
間
と
行
く
こ

と
で
、こ
れ
が
生
き
が
い
に
も
な
り

ま
す
。

●
温
泉
友
の
会

同
会
は
、人
々
の
健
康
と
生
き
が
い
・

仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
温
泉
愛
好

会
で
す
。希
望
者
に
対
し
手
軽
な
日
帰

り
と
宿
泊
を
伴
う
温
泉
め
ぐ
り
を
計

画・展
開
し
て
ま
す
。細
部
は
、同
事
務
局

（
日
下
事
務
局
長
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
ー

二
二
五
ー
四
五
八
一
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
講
話
資
料
参
照
）

今年度の主な行事

ああ、いい湯だな～

生きがいと

温泉 健康と と
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日下裕弘教授による
温泉講演

温泉に入る猿の無心の境地



緑
町
の
県
立
歴
史
館
に
あ
る
旧

茂
木
家
住
宅
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
建
造
物
は
、
歴
史
館
本
館
の
裏

（
西
側
）に
位
置
し
て
お
り
、
銀
杏

並
木
西
端
か
ら
茶
室
手
前
の
路
地

に
入
り
、
石
道
を
歩
く
と
奥
の
広

い
敷
地
に
建
っ
て
お
り
ま
す
。

約
三
〇
〇
年
前
の
建
築
と
推
定

さ
れ
る
農
家
で
、
行
方
郡
牛
堀
町

（
現
潮
来
市
）島
須
に
あ
り
ま
し
た

が
、昭
和
48
年
に
現
在
地
に
移
設
、

復
元
さ
れ
ま
し
た
。
移
築
前
の
昭

和
45
年
に
は
，
茨
城
県
の
代
表
的

民
家
と
し
て
県
か
ら
文
化
財
の
指

定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

●
家
の
形

古
い
家
の
形
に
は
、
平
面
が
長

方
形
の
直
屋（
す
ご
や
）型
、後
世

に
な
っ
て
こ
れ
に
馬
屋
な
ど
を
組

み
こ
ん
だ
Ｌ
字
型
の
曲
屋
や
分
棟

型
な
ど
が
あ
り
、
直
屋
型
は
、
民
家

最
古
の
基
本
形
で
、
県
南
及
び
県
西

に
広
く
分
布
し
て
お
り
ま
し
た
。

旧
茂
木
家
住
宅
は
、
直
屋
型
の
農

家
で
、
水
戸
で
唯
一
、
直
屋
型
の
農
家

と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
文

化
財
で
す
。
な
お
、
県
内
で
保
存
さ
れ

て
い
る
他
の
直
屋
型
の
農
家
に
は
、

新
治
郡
八
郷
町
の
羽
生
家
住
宅
や
稲

敷
郡
出
島
村
の
椎
名
家
が
あ
り
ま
す
。

●
家
の
特
徴

家
の
平
面
構
成
は
、
正
面
に
向

か
っ
て
左
側
が
土
間
、
中
央
が
板
敷

き
の
広
間
と
背
面
に
台
所
、
右
側
に

玄
関
・
座
敷
、
寝
間
が
配
置
さ
れ
て

ま
す
。
板
張
り
に
な
る
中
央
の
広
間

面
積
が
広
く
、
そ
れ
に
対
し
て
土
間

面
積
が
比
較
的
狭
い
な
ど
の
特
徴
を

も
っ
て
お
り
、
行
方
地
方
の
特
色
を

残
し
た
民
家
と
な
っ
て
ま
す
。

新
荘
散
策

川
又　

健
志
・
塩
井　

雅
子

神
尾　

和
子

編

集

部

委

員

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

ま
た
、
土
間
と
広
間
の
境
に
立
つ

柱
は
、
そ
の
表
面
に
カ
ン
ナ
で
は
な

く
手
斧
で
削
ら
れ
た
ハ
マ
グ
リ
型

の
跡
が
は
っ
き
り
残
り
、
外
壁
に
は

竹
を
破
れ
格
子
に
組
み
入
れ
た
「
し

し
窓
」
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
江

戸
時
代
元
禄
年
間（1688

～1704

）

の
建
築
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
最
近
の
取
り
組
み

歴
史
館
で
は
、
雨
漏
り
に
よ
り

か
や
ぶ
き
屋
根
な
ど
屋
根
の
状
況

が
悪
化
し
て
い
た
た
め
一
昨
年
度

か
ら
公
開
を
中
止
し
、
昨
年
初
夏

ふ
き
替
え
作
業
を
実
施
し
、
昨
年

の
見
学
会
で
は
黄
金
色
の
か
や
ぶ

き
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
歴
史
館
で
は
科
学
的
手
法

で
材
木
の
サ
ン
プ
ル
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
、
大
学
の

研
究
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

前
記
の
建
築
推
定
年
が
ほ
ぼ
正
し

い
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
ま
す
。

●
見
学
時
間
等

こ
の
建
造
物
は
歴
史
館
開
館
に

合
わ
せ
開
館
し
て
お
り
、
内
部
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

㈱吉田石油水戸ＳＳ

今
年
四
月
に
赤
塚
市
民
セ
ン
タ
ー

よ
り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
及

び
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
市
民
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

馬口労町1丁目町内会

・砂久保花の会
・馬口労町１丁目町内会
・緑町会
・㈱吉田石油水戸SS
・栄町1丁目
・新荘小学校

水
戸
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

が
主
催
す
る
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
が
７
月

11
日
・
12
日
の
２
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

新
荘
地
区
か
ら
は
町
内
会
の
部
で
馬
口
労
町

１
丁
目
町
内
会
、
職
域
の
部
で
㈱
吉
田
石
油
水

戸
Ｓ
Ｓ
が
と
も
に
優
良
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。	

表
彰
式
は
８
月
23
日
、
青
少
年
会
館
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

所長
細谷　潤

小野瀬きよみ

今
年
四
月
か
ら
新
規
採
用
と
な
り

ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

審
査
対
象
花
壇
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旧
茂
木
家
住
宅（
県
指
定
文
化
財
）

新
任
あ
い
さ
つ

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

土　間

柱

柱

いろり

仏壇
神棚

だいどころ
ね　ま

ひろま ざしき

げんかんひろえん

正面

新荘地区花壇コンクール審査会（６/29）

旧茂木家住宅正面

旧茂木家住宅   間取り図

住宅内部
（土間から撮影、中央が広間）


